




1.はじめに 

近年,男子就労者に対する女子就労者の比率は増加の傾向にあり,特に結婚後も仕事を続け

る者や出産後も仕事を続ける者が増加し,母親の就労と育児の問題が 1 つの社会問題とも

なってきている。 

ところで従来母子分離の子どもに与える影響はJ.Bowlby の matermal deprivation の研究

で知られるごとく,長期間母親から離れて施設や病院に子どもが入った結果として観察さ

れる症状,障害が注目されてきた。日中保育所を利用することによる母子分離はこれらと質

的に異なるものであるという視点から実証的研究が開始されたのは最近のことである。保

育所の利用については母子関係に支障をきたすことはないという報告がある一方,母子関

係に質的な違いがあるという報告もある。対立する見解に J.BeIsky らはこの問題を子ども

への直接的影響のみでなく,子どもをとりまく親,家族,社会という枠組みからアプローチ

し,解決策をさぐる必要性を示唆している。 

この報告は日中の母子分離をよぎなくされる保育所児の母子関係を広い視野から把握する

ことを目的とし,早期から子どもを保育所に預けている母親,家族の側に焦点をあててその

特徴を検討した。 


